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1. はじめに

研究開発の方針として，その目標を高くして長期間を要するよりも，現状の技術を基礎として早期に実現

を計るのも一つの考え方である。

ζのような考え方で，水路部では長年の懸案であった管区水路部向け水路測量データ処理自動化システム

（以下システムという〉用ソフトウエアを開発し，このほど実用化への第一歩に入ったので，ととにその内

容を紹介する。

2. 背 景

管区水路部の行なう水路測量の対象海域は，主として水深数十メートル以浅の浅海域であり，比較的水深

のデジタノレ化が容易にもかかわらず，本庁から管区に派遣する中型量船 （？）レチビーム測深機搭載）とその

搭載測量艇による作業が自動化されているのみで，管区独自でお乙なう水路測量作業等は殆どが手作業K委

ねられていた。

数年まえから，管区水路部に16ビットタイプのパーソナノレコンビューター（以下PCという）やプロッタ

ーをはじめとする一連の周辺機器が整備されるとともに，測深機lζ接続して水深を 1秒に l回の割合いでA

/D変換し集録する水深ディジタノレ集録機 CDD R〕や，精密電波測位機lと小型PCを接続して船位データ

とDD Rからの水深データを同時ICオンライン集録する装置（サーベイ 8システム）等が配備されて，ハー

ドウエア上では最低限ではあるが自動化への環境が整えられた。乙のような機器を使用して，複数の管区で

PC K興味を持つ職員が自前の水路測量データプログラムを作り始めていた。

一方，本庁水路部でもやや遅れて1989年4月から PCを使用する管区水路部向けの統一的な水路測量デ

ータ処理ソフトウエア作りが始まった。乙乙lζ紹介する統一ソフトウエアは，主として本庁水路部が作成

したものに，幾つかの管区水路部作成によるものを加えて最初のパージョンが作成され，約6か月にわたる

各管区水路部の数多い評価報告に対応して，修正 ・変更が加えられ完成したものである。

2. ハードウエアの構成

システムを構成するハードウエアは第 l表のとおりである。但し， ζ の表lζは測位機，測深機， DD R等

の測量器材は含まれていない。
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第 l表 ハードウエアの構成

機 器 名 型 名 仕 様

ノfーソナJレコンピュータ PC-9801シリーズ 16ビッ卜， RAM640KB 

ディスプレー 640×400ドットカラー

プリンタ ー PC-PR 201 

ディジタイザー ND -03 A 3 Size 
プロッター GP -1103 CGD1113) A 1 Size 

4. ソフ トウエア

ソフトウエアの特徴は，日本語による徹底した対話形式を採用していることである。従って若干の水路測

量の知識があれば殆ど訓練なしに乙のシステムを使用することができる。

プログラムの使用言語はN88BASICで， OSはMS -D 0 S CV er. 3. 1 ）が使用されているので，今

後のプログラム改良も容易であるほか，閉じ OSを使用した他の機種との間でデータの互換性がある。

ソフトウエアは狽Ll位と測深の集録形態によって，第2表lζ示すように 3種類のメニューが用怠されている。

第 2表から見られるように，メニューAのすべてとメニューBの位置データはアナログ形式であるため，デ

ィジタノレ形式に変換しなければならない。即ち，音測記録紙をディジタイザ上に固定し，カーソノレを操作し

て水深を読取り，また測深簿記入の位置データをキーボードから手入力し座標値を計算するという方法でデ

ィジタ Jレ形式に変換し磁気媒体に集録する。

一方，船上において，フロッピーディス

ク CFD）に集録された水深や位置のデー

タには不良なものが含まれているので，乙

れらを自動的に検出し，削除／不削除のた

めの判断材料をディスプレーに表示する等

の過程が必要になる。乙の種のシステムで

最も重要なととは，水深データ lとしても位

置データ Kしでも， Pc によるデータの品

メニュー

A 

B 

c 

第2表 システムのメニュー

位置データ集録 水深データ集録

測深簿 音測記録紙

測深 簿 カセット CDDR) 

フロッピー フロッピー CDDR) 

・ 管区水~g;p1品自動化シ文デ'11語メーユー噸

質管理が徹底しているととである。この機能の無いシ

ステムでは結局は人手がかかり省力化につながらない。
』ー－高田唖揖朝国麗適困層圏盟諸E帽 ・ 画荷量

第 l図は総合メニューであり，第 2表を画面lζ表し

たものである。↑↓キーを使用してメニューを選択す

る。各メニューを構成するプログラムは，メニュー聞

で共通のものもある。

(1) メニューA

第2図はメニューAの画面である。従来からのアナ

B. DD R水深 誘導』IJBl 2距離

c. ザーベイ8＞収録のテーヲ処理

・・・・ 終了 ・・・・

？↓キーを使って作業を選択する

第 l凶総合メニュー画面

ロク。形式で集録されたif!Ll位と測深データをPCで処理するメニューである。乙乙で使用する周辺機器はディ

ジタイザー，プリンター，プロッターである。全部で 9個のプログラムから成っており，メニューの 1番か

ら6悉までの作業は測量日毎に番号順lζ実施し 7番以降は最終的lζ行なう。以下各プログラムの機能につい

て簡単に説明する。なお，第 3図lζメニューAのフローチャートを示す。
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ディジタ イザーによるパーチェッ ク記録の数

値化と処理

乙のプログラムは音測記録紙のパーチ ェック

部をディジタ イサ］ζより数値化し， 最小二乗法

により音速度改正値と実効発援位置を計算する

ものである。

読取りは 2回実施し，それぞれの絡差が制限

値以内なら平均値を計算し印字するとともに，

FD K格納する。そうでない時は，最初からや

り直しとなる。

諸改正

二］__ 

Vol. 9. 1991 

日付メニュー A •••• 

＝晶園田..... ニニ圃彊－－園面輔副眠訓留畑圏直羽目
2. )) による音測記録の数値化・絞正・札溺任
3.温lj量船誘導法・2距離法等による位置計算
4. ~ii跡図作図
5.潰lj点座標値修正 ／削除 線変わりマーク追加 ／司馬両
6.ディジヲイザ調E水深のXY座標値計算
7.水深湛択
8.水深図 ／埠lj最原図作図
9.水深遁加 ／削除

1 o.総合メニューに戻る｛終了）

T↓キーを使用して作業を選択する

ト 6の作業i主活lj量日毎に番号順！~実施し7以下は最終的に行う

終了

第 2図 メ ニューA画面

選択水深
ファイル作成

第3図 メニューAのフ ローチャート
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ii ディジタイザーによる音測記録の数値化 ・校正 ・水深改正

最初に潮高改正値，パーチェックから得られた改正値及び喫水量改正値を入力する。次K，ディジ

タイザー上に音測記録紙を固定し，カーソノレを使用して水深と固定線聞の割込み比を読取ると同時に，

その水深lζ対して諸改正も行なう。固定線間での最大読取り水深数は13個である。読取りは初回と校

正の 2回実行する。

初回読取りが終った時点でデータを－_E!_FD lζ格納し中断する乙ともできる。校正読取りで，初回と

の水深差が015m以内なら初回値を採用，そうでない時には初回値または校正値の読取り値を選択す

るか，またはその点を再度読みなおす等の選択ができる。

校正読取りが終了すると 以上の作業で得た実水深と割込み比をFD lζ絡納する。

川 船位座標計算

以下の各方法を選択して座標値を計算し，測点番号と共lζ測点位置ファ イJレとしてFD lζ格納する。

Iii -1 測量船誘導法

放射誘導と並行誘導のそれぞれに対して，距離または角カットを選択するととが出来る。

距離カットでは，誘導角から方位角を計算し，次lζ方位 ・距離により座標値を計算する。

角カッ トでは，測角値と左標 ・右標の座標値から円の方程式を導く。また，誘導線から直線の方程式

を作り，その交点（2点〕の座標を計算する。各交点から左右の襟への挟角を逆算し，測角値と等し

い侠角を持つ交点をもって船位とする。なお，測角値が 180度丁度（プリズム使用）の時は誘導線の

直線と左右の擦を結んだ直線の交点を船位として計算する。計算終了後測点位置ファイノレとしてFD 

lζ絡納する。乙のプログラムには以上の船位計算のほか，基準点の入力とFDへの格納機能も備えて

いる。（乙の機能はその後 独立したプログラムとした。）

Iii一一 2 2距離法

精密電波測位機により測得された 2距離値を手入力するととにより 3辺測量の計算式を使用して船

位（平面座標値）を計算する。また問機から得られた平面座標値も直接手入力できるようになっている。

Iii -3 1角 1距離

乙のプログラムは非誘導のj照査線や，採泥点（底判を含む）の船位測定位置の座標計算に使用する。

綴能は次の2つに分れている。

(A) 陸上からの測角値と距離 (B) 船上からの測角値と距離

いずれも計算式は誘導法と同じである。

IV 航跡図作図

川のプログラムで計算，絡納されたファイ jレを使用して航跡図を作成する。乙の航跡図は作成段階

によって 2つの利用法があり，その lつは，位置不良点や線変りマークの入力ミスを探すのに使われ，

2つ目は航跡図として提出用に使われる。なお，前者で訂正削除が必要になった時は，（5）のプログラ

ムにより作業を行なう。

作図する図格は，凶規定サイズ CA1 ) , (B）サイズ指定の選択が可能である。凶を選択すると，自

動的lζ図の中央付近に航跡図を作図する。測深線部は実線で，線変り部は点線でそれぞれ測点聞を結

び（但し，次の測点への距離が6cm以上離れている時は点線は省略される） 5番毎に測点番号を付記

し，また線入り点と線変り点にも測点番号を付記する。（サイズはその後， Alサイズのみに変更された）

v 測点の座標値修正／削除／線変りマークの追加 ・取消
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IVの航跡図で不良位置や ，線変わりマークの付け忘れ等不具合が発見された時に使用する o

vi ディジタ イザ一読取り水深のXY座標値計算

水深読取り点の割込み比を用いて，前後の測点の位置から水深の座標値を補間計算によりもとめ，

F.D lζ絡納する。殆ど人手を要しない。

vii 水深選択

測深区域の図上寸法lとより下記のように凶，（B）の 2個のプログラムが用意されている。

(A) 35cm×35cm以下 回） 35cm×35cm以上

(B）の最大図上寸法は約 76cm×76cmである。

選択は，各メッシュ内で最浅水深を選択し次K，隣接するメッシュ間で，重複する水深を検索，深

い水深を削除するという方法を採用している。

水深選択中は測量日毎lζFDを入替える以外は人手は不用であるが，PC-9801UVCCPU= 

V30，クロック周波数＝ lOMHz）を使用して約6000個（測深時間約2時間分のデータ）の処理をす

るのに，7'8分を要する。 N88一日本語BASI Cコンパイラによりプログラムをコンパイルした

り， 32ビットPc （クロック周波数＝20MHz）を使用すると約半分の時間で処理できる。

選択された水深はFD lζ絡納され，水深図の作成に使用される。上記凶のプログラムは第6管区海

上保安本部水路部が作成したものであり，（B）は ζれに若干変更を加えたものである。

刈｜ 水深図／測量原図作図

乙のプログラムは，作図に必要な記入事項（表題）等を入力 ・絡納する機能と水深図作図機能lζ

分れている。

作図の目的は，航跡図作図と同織にチェック用と成果提出用にわけられる。チェック用としては，

図上で，次項の水深の追加／削除／訂正を検討するために用いられる。

航跡図作図と同様に図絡のサイズ選択が可能である。

測量原図作図機能としては，水深 ・グリッド ・スケーJレ・海図との共通点 ・図絡と表題を含めた記事

が自動作図されるが，海岸線を含む陸部地形は現状では手書きとなっている。

Xi 水深の追加 ・削除

水深上で航跡図を重ね，水深追加削除の年月日，測点番号と害lj込比または時刻を拾い出し手入力する

と，水深図作図ファイル上でその水深を自動検

索し，ディスプレー上で確認後，同ファイノレに

追加／削除する。またマウスが使用できる時に

はディスプレー上で水深の追加 ・削除が可能で

あり作業時聞を短縮できる。 （メ ニューBとC

について特に有効利用できる）

(2) メニュー B

メニューBの画面を第4図lζ示す。 ζ のメニューで

は，水深データが時刻とともに l秒毎にFD lζ集録さ

れたものを使い，位置のデータはメニューAと同じ誘

導法や 2距離法を使用する。なお，第5図にメニュー

Bのフローチャ ー卜を示す。

日目メニュー B •••• 

圃圃穂市通園
2.ティジタイザによるバーチェック誌戒の数値化と処理
3.』lj量船誘議fま ・2距離jま等による包置の計錬
4. ~;ij;,j;図作図
5.』IJ,gの座待値修正 ／削除 線玄りマーク追加 買事情
6. DD R水深の転送と才良水深白星械受出削除
7. // 水深の改正
8. // 水深のXY座僚計算
9.水深選択

I 0.水深図 ノ測量原図作図
I 1.水深追加 ／削除
12.総合メニューに戻る（終了）

l lを使って作業を選択する

1-8の作業は測量日毎に番号順に実施し9以下は最終的に行う

第4図 メニューB画面
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開始

第5図 メニュ ーBのフローチャー ト

漸高値入力

年月日 ，開始時刻，DL （メ ー トノレ単位）をキーボー ドより入力したあと， 験潮記録の曲線上の

読み取り値（セ ンチ単位）を10分毎に入力する。

入力終了後，DL上の値に直した全データをFD lζ絡納する。

ディジタイザーによるパーチェック記録の数値化と処理

メニューAと同じ

川 船位座標計算

メニューAと同じ

IV 航跡図作図

メニュ ーAK同じ。第6図はζ のプログラムにより作図した航跡図である。
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第6図 メニューBにより作図した航跡図
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v 測点の座標値修正／削除／線変りマ ークの追加 ・取消

メニューAIζ同じ

Vi DD R水深の転送と不良水深自動検出 ・削除

とのプログラムは次lζ示す二つの機能を持っており ，作業行程lζ従って選択する。

VI一l DD R水深の転送

DD Rで集録したカセッ トテープから水深と時刻データをPCのFD lζ転送する。 DD Rの水深の

集録頻度は l水深／秒であり，従って以後の処理はメニュ ーAと異なり央大なデータ量となり人手に

よる処理は殆んど不可能である。乙のプログラムは第10管区梅上保安本部水路部の作成したものに若

干の変更が加えられたものである。

vi-2 不良ノk深自動検出 ・削除

デジタ Jレ集録された水深のなかには，魚群や水中浮遊物または他船の航跡からのエコー等による疑

似水深が真の水深lζ混じって含まれている時がある。しかしながら，乙れらの疑問とする水深は，自

動的に検出はできても自動削除する乙とは極めて危険である。乙のため，以下のように水深の削除に

関してはオペレーターの最終判断に委ねている。

自動検出された疑問水深は，

第7図に示すように，当該水

深の前後（時系列）のものに

合わせて，数字（約20個）と

グラフィックス（約40個）の

両方でディスプレー上に表示

される。乙の画面を参考lζ し

必要ならば音測記録を参照し

て，との水深をマニュアノレで

削除／不削除する。

乙乙で採用した自動検出の

方法は，時系列上の13個 (13

秒）のクツレープデータのうち，

1個前の水深との格差が制限

一~ . 7,繍4険i機中一一一

~· 白 ·~宮i銘5沼： T't.2 
81 11苗、－~
~· ~溜31 B由、．町自

84 宮ま沼E 0.0 
間五 官おお 自由

削除却ー一一一 一
官T S鉛35 11.包
邸 Sお36 17.2 

6$ 9荻3あち~·· 11；、3w n;s 

'7F :s叉4~ 0・a 冒
~ gお41 l+、.1 

第 7図 疑問水深の向動検出と手入力による削除

値以内である水深を集める。これから最小二乗法により l時刻と水深の座標系lζ基づく直線の方程式を

作る。再び‘グループデータの始めから 1個ずつチェックして，直線の方程式により計算した期待値か

ら規定値以上離れた測得水深を疑問水深として検出する。まれに疑問水深がグループの中で過半数を

占める時，疑問水深が正しく表示され，正しい水深が疑問水深で、あるかのように表示される場合もあ

るので，音測記録を参考にした上，カーソノレを上下に移動して自由に削除する乙とができる。また，

ある一定水深以浅（ 3 m）については，他船の航跡を航走する時lζ気泡を水深として測得する ζ とが

あるので，無条件で疑問水深扱いにして ディスプレー上lζ表示する乙ととしている。

以上の処理は，何回でも繰返し実行できる。

VII DDR 水深の改正

DDR 水深K，神y］高改正／音速度改正／喫水改正を施す。作業を開始すると，時刻を介在して潮高
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改正値を自動的に補間計算する等，人手を要せず処理が行なわれ水深ファイルとしてFDK格納する。

VIII DD R水深の XY座標計算

川で得た損lj点位置フ ァイJレ及び（7）で得た水深ファイ／レから水深のX-Y座標値を計算する。最後に，

測点番号＋割込み比，；J<深，座標値をFD K絡納する。

IX 水深選択

メニューAIL同じ

× 水深図／測量原図作図

メニューAK閉じ

第 8図lζ，乙のプログラムにより作図した水深図を示す。第6図も含めて作図データは第10管区水

路部の提供による。

×｜ 水深追加 ・削除

メニューAlζ同じ

(3) メニュ ーC

メニューCの画面を第 9図に示す。乙のメニェーの

特徴は， 1秒毎ICFDlζ絡納された測深値 CDDR)• 

i!J_lj位値（精密電波狽lj位機） ・時刻の組合せデータを処

現する ζ とである。従って，処理過程で，データの修

正，削除，追加等の照合lζ狽IJ点番号は使用せず時刻を

用いる。なお，第10図lζメニューCのフローチャート

を示す。

｜ 潮高値人力

メニューAK閉じ

サーベイ 8により集録したデータの処理

II -1 不良位置の自動検出と補間 ・削除

とのデータは時刻 ・位置 ・水深が 1組となっ

て，集録されている。乙乙では，まず位置につ

いて位置データの品質チェックを行なう。

日付メニュー C 日日

・圃圃＝譲事国蝿掴
2.サーベイ8により収録したデーヲ処理
3.自立跡図作図＜2>
4.不良位置（座傾｝連続削除
5.水深選択
6.水深図 ／測量原図作図
7.水深追加 削除
8.総合メニューに戻る｛終了）

T↓を使って作業を選択する

目－｛~｝~＠→与巴Z土日
第 9図メニューC画面

測量船の測量中の最高速力は約 8ノット（秒速4メートノレ）と見積もって，現在位置が正しいとす

ると次の l秒後の予定位置は現在位置から測定誤差を加えて少なくとも半径10メートル程度以内にな

ければならなし、。 ζ の判定要素から位置の不良データを自動的に検出する。とのプログラムでは，予

定位置とi!).1J定位置の差が20メートJレを超える時は，乙の位置を自動削除し補間対象とするが，差が 8

～20メートノレの場合は，第11図のように判断材料を表示し，当該疑問位置データを不採用（内帰補間

計算に委ねる）にするか採用するかをオペレーターに尋ねる。実際の画面上では疑問位置データのみ

黄色で表示，他は白色で表示されているので容易に識別できる。一方，不良データが図上で 2センチ

メートル以内で終れば補間計算し，それ以上連続する場合は補間せず削除する。

ii -2 DD R 水深の改正

メニューBIL同じ

川 航跡図作図（2)

-61-



水路部技報 Vol. 9. 1991 

開始

圃
疑問位置
自動検出

位置補間

水深改正

」一一ーヶ＿I

r 

終了

第10図 メニューCのフ ロト チャ ート

不良，llJ位データの検索と自動修正（赤色｝
一一一一一一一一一一ー
番号時刻 x y 

1179 954日7 ー1497 12227 →X＜緑l,Y＜紫）相対値
11鈎 95408 -1496 12231 
1181 95409 ー1496
1182 95410 ー1497 12239 ↓。。。
1183 95411 一1497 12243 ° 0 

1184 95412 -1497 12247 。。
1185 95413 ー1495 1包62つ時 。。 ． 
1186 95414 ー1497 12257 。。
1187 95415 ー1497 1佐官3 閤

。
1188 95416 -1497 12267 
1189 95417 -1496 1227日
1190 95418 -1496 12274 
1191 95419 -1495 12278 

上（黄色）の位置正しい？ (y. Nl ? 

第11図 不良位置データの自動検出

-62-



Vol. 9. 1991 水路部技報

l秒毎の位置を結ぶが，水深又は位置のデータが不良な点

については，その聞をドットで結ぶ。

l分毎ICX印を航跡上lζ記入し，5分毎lζ航跡と並行lζ時刻を傍記する。第12図は，このプログラム

Hの仕事の終ったファイノレを使用して，

により作図した航跡図の 1部である。

不良位置（座標）の連続削除

乙のプログラムは，航跡図上で不良航跡を発見した時，削除開始時刻と終了時刻を入力，その聞の

位置／水深データを連続削除するため用いる。

IV 

作業が終了すると確認のため，ディスプレー上に航跡図を描画する。

句
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メニューCにより作図した航跡図
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水深選択v 

メニューAl乙同じ

水深図／測量原図作図VI 

メニューAK同じ

第13図は，とのプログラムにより作図した水深図である。データは第12図も含めて第 6管区水路部

提供による。

内

1
h
h
h
h
e

’’

品
－
幼
時

2
2
2
2
2
2
m
m刊
判
明
的
既
刊
明
叫
勾
め
め

品
em吋
乱
吋
乱
吋
由
吋
乱
可
抗

m
m吋
抗

町

引

拡

吋

均

的

引

川

均

的

均

的

め

h
h
g
t吋
m
m吋
乱
吋
ぬ
ぬ
吐
吋
見
崎
弘
吋
札
吋
札
吋
礼
町
札
吋
札
吋
弘
司
匂

租

吋

拘

幼

時

拘

拘

拘

為

川

九

均

九

町

内

向

的

h

m

為

為

め

？

崎

号

叫

持

制

叫

叫

判

拘

件

拘

2
M
m

h
・1
句

h

d

t

L

・1
吋

拘

拘

拘

拘

ぬ

均

九

均

的

判

的

め

均

的

h

h
為

局

め

ぬ

n

m
吋

め

為

川

副

町

内

2

U

U

M

1

4

・

内

，

a

銅

d

h
t吋
a
削

副

削

創

刊

幼

時

時

均

約

均

約

札

吋

札

吋

均

約

引

円

九

吋

叶

叫

E

E

町

世

叶

柄

拘

見

吋

見

吋

阻

吋

M
A

性
吋
均

し

し

一

s
m
m
m
m
拘

め

拘

引

均

約

的

拘

判

的

め

h
h
m
m抑
制

的

ぬ

為

劫

易

局

柄

拘

勾

勾

幼

時

勾

勾

拘

引

2
 

i

2

1吋
拘

拘

拘

均

拘

m

m
糾

m
m吋
判

川

九

勾

叫

拘

ぬ

有

馬

n

m

均

均

め

勾

局

局

ゆ

he

J

引
川
引
引
吋

2
・

叫

別

抗

吋

判

？

？

？

川

均

約

均

的

柄

拘

m

m
め

時

均

n
m
為

均

2
・

2

3

4

拘

－

一

的

均

的

拘

川

均

拘

均

均

約

川

内

ぬ

め

弘

吋

均

為

均

叫

拘

e

2

1
 

仁リ

lu
目

m

m

m

m
目

釘

目

叫

引

叫

札

吋

h

h

勾

E
m
m吋
勾
荷
物
的
世
吋
島
局
局
見
咋
均
九
吋
持

U刊
虹
吋

H

，
，
‘
，
，
．
 

札
句
”
刀

H
I
S
－ゅ

lq
札
マ
札
吋

m

m

m

均

九

札

吋

乱

吋

局

見

吋

位

向

性

吋

ぬ

拘

為

札

吋

5

5

，
d
J
2
m
2
2
4
J
 

～

’

Z

め

判

的

m
m
拘

拘

m

m

内

2

2

均

的

拘

7

2

m

z

q

x

f

均

三

ぬ

R刊
坦
叫
品
・

1門
的
内
品
・
引
川
引
引
札
吋
叫
吋
別
的
均
約
九
引
叫
比
叶
均
的
め

h

－w
h

a

t
勾

乱

吋

見

吋

ぬ

ぬ

n
吐
吋
ぬ
均
時

B
，

dt叫
昆
吋
品

川．

h

S

F

s

e

t

s

a

s

s

白

川

号

待

為

的

2
1
u
m
m
m
m
m
均

m

m

m

剖

叫

札

吋

h

h

h

m

m

m

m

t

吋

め

偽

札

吋

為

勾

拘

B

F

ぉ・

5
ι
＼
4
1コ
叫
勾

mu
め

2

h

向

子

内

約

九

均

的

拘

叫

叫

h

n

h

a

m
勾

ぬ

為

め

ぬ

刈

島

崎

判

m
m
m
均

h
a

内
J

・
園
，n

s
m吋
均

m
t川
均

約

何

m

m

h

h

h

h

礼
吋
札
川
札
吋
均
的

h
m
列
島
・
見
吋

1

2

拘

留
叫
管
叫
品

e
n

e
e向
あ
持

2

4

7

h

h

均

的

均

的

？

な

九

九

h

h

叫

h

t
吋

m
m
g

為

抽

叫

勾

均

n
R吋
均

p
h
z
e
F勾
匂

J

”
γ
a
t吋
阻
叶
品
・

1叫
見
吋
品
・

E
h
h
m吋
判

的

均

的

判

的

札

吋

礼

町

均

的

拘

h
E
品－

m

明
叫
世
叫
虹
吋
札
吋
弘
吋
見
吋
倒
的
拘

2
2
m
m川
尚
砂
川
仰
吻

m
）

A
a
E
2向
H
均

ぬ

局

間

的

拘

勾

叫

？

内

h

h

h

h

h

E

E

拘

m
m
m

勾

勾

拘

勾

”

す

叫

拘

め

ラ

勾

柏

柄

拘

明

’

J
．

J

R

U

 

2
 

J

い

な
J

Z

均

局

局

m
m
n
m
n
h
E
E
n
h
め

E
m
m
m
g

勾
勾
柏
崎
為
局
目
的
拘

m
m－
均
車
均
一
一

2
・

1
m
u

g
め
抗
措
一
め
島
崎
叫
問
符
勾
勾
品
a

勾
め
ぬ
見
吋
明
叫
払
吋
明
叫
為
的
品
－

m
位
吋
肌
吋
阻
吋
弘
吋
例
叫
帽
叫
乱
吋
虹
吋
阻
叫
性
吋

n
m
m
H
払
吋
且
叫
調
官
叫
乱
吋

r

a

m

m

 

m
3
4
柄

拘

判

拘

勾

Z

R吋
均

均

勾

め

め

2

2

為

為

勾

2

為

め

め

め

均

n

2
・

勾

持

制

札

Z

m
為

局

局

、m
m
p
a
世

叶

為

拘

拘

均

判

勾

勾

勾

勾

ぬ

符

均

n
n
m吋
め

め

め

勾

め

mm
明

叫

拘

勾

ぬ

n

n

m

勾

ぬ

均

時

H

拘

拘

持

拘

h

n一
三

九

劫

均

時

局

5

2

拘

糾

勾

拘

勾

均

勾

m

n

n

m

n

n

a

n

n

a

2

m

Z

勾

為

m
u
a
匂

均

J

J
3
2
J
J
 

2

晶・

1
吋

均

九

局

局

局

局

弘

司

弘

司

弘

司

判

M
円

九

円

為

勾

拘

置

吋

乳

吋

均

為

均

克

明

骨

叫

品

・

品

・

品

e

a

見
吋
荷
札
吋
均
待
”
。
白
川
均
約

時

7

1
吋

n

t吋
為

的

拘

笹

川

見

吋

ぬ

柄

拘

拘

為

的

見

吋

均

幼

児

吋

礼

吋

骨

叫

見

吋

mn吋
阻
叫
見
吋
均
均
四
刊
見
吋
功
例
叫
伺
叫
性
叶
丸
町
時
世
吋
布
持
品
・
品
・

F

L

3

z

’’

J

U

l
 

a

m

T叫
湖

沼

一

眉

特

訓

乃

島

鳥

居

時

局

柄

拘

拘

判

均

的

H
均

局

局

待

？

？

崎

勾

勾

勾

2
J
Z
m
均

時

H

H

白

川

地

今

h

m

m
吋
持
団
崎
－

r

均
四
内
う
司
？
？
q
め

ぬ

vA
柄

拘

持

持

拘

山

内

拘

M
M叫

2・
？

崎

幼

児

叫

見

叫

勾

勾

均

劫

4

町内

H
U町
制
拘
川
崎
叫

a
z
J
品
・
ぬ
か

抗

吋

為

掴

晶

．

均

約

F
R『
為

均

利

一刻

柄

拘

拘

拘

持

品

科

拘

拘

判

血

B

H

H

M

叫

糾

拘

l
一！

白

川

匂

ゆ

め

拘

局

局

F

畑町

y
z
n
均
抗
吋

制山

3
叫

W

均

約

抗

，

F
局
局
為
笹
川
均
見
吋
見
吋
白
川
荷
車
拘
但
吋
持
品
位
吋

M叫
阻
叫
弘
吋
弘
司

MH

均
約
札
崎
弘
司
札
吋

Mm
札
吋
弘
司
鑓
叫

f
R咋
菅

副

島

制
山
一
一
拘

Ma一
a
m
且
吋
肱
川
骨
町
的
世
吋
乱
吋
拘
置
岬
尻
町

a
t吋品・

5
5
F
L噌
ム
噌
匂
ム
市

L句心、

L噂
句

、

ω吋

仰

向

拘

5
5
1
t吋

a
t吋

1

骨川

a

s

t

H

2

2

2

2

2

2

2

2

2

5

～ータ
2

2

3
1

札
吋
見
吋
見
吋

n
t吋晶・

h
均
約
・

F
均
乱
吋
晶
・

Z
局
管
吋

R吋
5

5

5

5

5

5

U吋
弘

司

拘

弘

司

弘

司

弘

吋

吐

吋

符

叫

晶

・

情

叫

均

為

為

局

管

a

3
釘

20, 
20-, 

抗
吋
札
吋
旬
刊
阻
吋
引
副

111 

田愛却4

l't 

?.i 

話，

メニューCにより作図した水深図

64-

第13図



水路部技報 Vol. 9. 1991 

VII 水深追加／削除

メニューAlζ同じ

5. 今後の課題

(1) 水路測量の自動化を実施する上で，従来のアナログ処理を対象とした水路測量業務規則の規定に従う

と精度の向上が図れない，省力化に結び、つかないなど自動化の意味が失われてくるケースがみうけられる。

業務規則に自動化のための規則を追加するなどの見直しが必要である。

(2) 海洋データ高度利用システム等のデータベースから陸部資料をパソコンペースで取入れたり，特殊な

記号を作図したりする機能を追加して，本絡的な測量原図が作成できるようにする。

(3）演算速度のスピードアップとメモリ一容量の増大のため，パーソナルコンピュータは32ビット型を整

備する必要がある。なお， 16ビットPCでも，ベーシック言語を中間言語に変換するラ イブラリー（日本語

BAS I Cコンパイラ）を使用してプログラムをコンパイノレすると処理速度が2倍以上アップする。入出力

の少ないプログラムでは処理時間の短縮化がはかれる。

(4) プロッター（特にGD 911 lE 型）の距離精度が現状では少し足りない。 Alサイズのフラットベッド

型の整備が望ましいが，予算を伴う乙とから直ちにと言うわけにはいかない。当面，精度維持のためソフト

面でカバーしなければならない。即ち，厚めのマイラーにプロッターでグリッドを書かせ，それらの長さを

正健lζ測定して原点からの距離の改正値を最小二乗法等により計算し対応する方法がある。乙の方法により

えられた改正値は配付されたプロッター固有のものであり，精度不足を解決する有効な手段である。改正値

を計算するためのソフトウエアと説明書を作成し必要な管区に配付する。

6. 各管区からの主な指摘事項と対応

(1) プログラムのパグ ・不備の指摘多数あり

(2）測位lζ関する機能の追加

｜ 照査線 ・採泥／底質判別等の位置計算機能（陸上からの任意方位と距離カット等）

ii 時刻と座傑値の入力格納機能（入力データとして 2距離方式iJl.IJ位機からの座標値が印字されたもの

を使用）

(3) 測深lζ関する機能の追加

i ディジタイザーによる水深読取りに関し，測線の入線前，線変り後でも水深の読取りが可能とする。

ii 向上IC関し，水深 120m0深（音響掃海機 501の改良型を自動シフトで使用した時）の読取り機能

を追加する。

川 測点マーク付きのDDR 水深データに測点番号を付加するとき，音測記録紙と照合が容易なように

ディスプレー上に同定線と音測記録をグラフィックスで表示する。

(4) 水深選択の機能追加

｜ メッシュ毎のダンプリスト出力

ii メッシュサイズを口I変にする。

(5) 航跡図作図の機能追加

｜ 測線番号も自動的に記入

ii 再測の航跡は色を変える
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iii 割込みマークをいれる

(6) 水深図／測量原図作図の機能追加

｜ 干出の表現

ii 赤点を記入する水深ペーパ一作図機能追加

(7) その他

Vol. 9. 1991 

i プロッタ ーの機種が異なり一部命令語が異なるため適絡K作動しない場合がある。

（因みに，上記5の（4）にも関連するが第 4' 5 ' 6 ' 8 ' 9の各管区にはGD 9111 Eプロッターが，

その他の管区及び本庁にはGp 1103型プロッターが配布されている。）

以上の指摘のうちパグについては，全てを修復 ・改修したが，機能の追加については可能かっ，急を要す

るものから整備する予定である。

7. おわりに

とのシステムは，ソフ トウエアが水路部開発によるいわゆる自前のものであり ，ハードウエア はパーソナ

ルコンビューターを主体とした構成であるため，ハードウエアのみの価格（約200万円）であることが特徴

である。パーソナルコンビューターは既に管区で ，他の業務等に使用されてきており ，また個人的にも趣味

として所有している人も決して少なくなく測量担当職員にとっては非常に親しみがある。そのうえ，ソフト

ウエアはBASI Cで書かれているため，今後一層使用し易いよう改良され，補われていく乙とを期待して

し、る。

水路部が今年度の予算で建造する20メー トノレ型防災用測量艇 6第3管区水路部lζ3月末配備予定）には，

ハードウエアのグレードはこのシステムより高いものの，データ処理lζ関するソフ トウエアは，ここに述べ

た設計恩忽と経験が大幅に採用された水路測量自動データ収録処理装置が搭載される乙ととなっている。

乙のように，来年度からの管区作業には本格的lζ水路測量の自動化が推進される ζ ととなろう。

最後lζ，ζ のシステム作成の開始にあたり御指導をいただいた佐藤本庁水路部長，菱自海洋研究室長及び

数多い評価 ・指摘をいただし、た各管区の担当者に深く感謝致します。
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